
 

 

 

 

平素よりたくさんのご紹介誠にありがとうございます。 

 

いつもご紹介ありがとうございます。 

9月 紹介数  

内科 34 整形外科 35 腎・透析センター 1 歯科口腔外科 8 

内科 ER 136 放射線科 106 内視鏡 41 消化器内科 45 

外科 44 脳神経外科 2 形成外科 9 眼科 2 

泌尿器科 30 小児科 20 胸部心臓血管外科 2 乳腺外科 5 

産婦人科 97 緩和ケア外科 38 循環器内科 57 呼吸内科 5 

皮膚科 0 精神科 2 リハビリ科 6 合計 725 

           

 

 

 

■日時：2025年 10月 11日（土）15時～17時 

■場所：フェニーチェ堺  

 

当院では、地域の医療機関の先生方との交流を深め、医療連

携をより一層推進することを目的に、「地域医療連携をすす

める会」を開催しております。   

本年はフェニーチェ堺を会場に開催し、冒頭に堺市医師会

副会長の佐々木先生よりご挨拶をいただきました。続いて、

病院長の河原林より当院の診療実績および放射線治療導入

（2028 年稼働予定）、カテーテル室増室、内視鏡ブースの

拡充を含めた今後の医療展開（急性期医療整備事業）につい

てご報告しました。 

続いて、腎臓内科部長の大矢麻耶より、慢性腎臓病（CKD）の進行予防を目的とした CKD 外来の取り組みにつ

いてご紹介しました。腎不全の予防を目指し、医師をはじめ看護師や栄養士がチームで関わる中で、生活習慣の

改善が見られた事例もご紹介しました。かかりつけの先生方との併診も可能であり、今後さらなる連携を深めて

いきたいとお伝えさせていただきました。 

 副病院長の山口拓也からは、当院のがん治療の実績と、放射線治療導入により三大がん治療が当院で実施でき

るようになる将来展望についてお話ししました。当院は、早期がん治療から緩和ケアまで、がんのあらゆるステ

ージにシームレスに対応できる体制を整えております。治療から最後まで寄り添う「耳原らしい」がん医療を今

後も提供していきたいと決意を述べさせていただきました。 

 最後に、循環器センター長の石原昭三より、本年度より導入した心房細動に対する新しい治療法「パルスフ
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ィールドアブレーション」について、特徴と実績をご紹介しました。パルスフィールドアブレーションは、従来

のアブレーションと比べて再発率の低下や手技時間の短縮が期待でき、患者様の負担が少ないことが特徴です。

増加傾向にある心房細動による脳梗塞を予防するため、今後はさらなる治療体制の充実を目指し、カテーテル室

の増室も予定しております。フロアからも多くのご質問やご意見をいただき、活発な意見交換が行われました。  

会は開業医の先生方および病院勤務医の先生方を中心に 73 名の方々にご参加いただき、懇親会では活発な意

見交換が行われ、今後の診療連携のさらなる発展へつながる有意義な会となりました。 

 

 

講演 1：CKDの次の一手～当院の CKD治療より振り返って 腎臓内科部長 大矢麻耶 

講演 2：当院のがん診療のこれまでとこれから  副病院長 山口拓也 

講演 3：心房細動に対する新しい治療法 

「パルスフィールドアブレーション」を開始しました  副病院長 石原昭三 

 

～アンケートから、参加者の声を一部抜粋して紹介いたします～ 

・90 歳を越えても透析を受ける選択をするお話しに驚きと患者さんに選んでいただけるよう寄り添う

姿勢に感服いたしました。 

・今後の病院運用の方針を知ることができ、とても勉強になりました。特に内視鏡室の拡張をしていた

だけると聞いてありがたく思いました。 

 

 

  

 

 

    

 

メディカルカンファレンス 開催のお知らせ 

＜第 1部講演タイトル＞ 

 


